








要約:就学時および小学校低学年のときに、発達障害のため学習に支障ありと問題にされた

児童が乳幼児健診をこのように経過してきたかを検討した。対象児童は中都市で5年面に

出生した総数 9,272名である。その中で 127 名(1.37%)が就学指導委員会のリストに上がっ

てきた。3歳児健診までに彼らの 77%の児童には発達障害の疑いがもたれていた。健診で把

握されていなかった児は、いわゆる低分化性精神遅滞(知能障害軽度群)を中心とし、その

他、読字書字障害、場面寡黙、注意集中障害などであった。当然のことながら、健診は重

症児を把握していた。 


